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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　創傷監視および／または療法装置であって、
　創傷に面する側および前記創傷に面する側に対向する非創傷面側を含む、実質的に伸縮
可能な基材を含む創傷被覆材であって、前記基材の前記創傷に面する側が創傷と接触して
位置付けられるように構成される、創傷被覆材を含み、
　前記基材の前記創傷に面する側が、複数の電子構成要素および前記複数の前記電子構成
要素の少なくとも一部を接続する複数の電子接続を支持し、
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する、前記基材の前記創傷に
面する側が、前記複数の電子構成要素から少なくとも一つの電子構成要素を支持するまた
は囲む実質的に非伸縮性の材料の領域を含み、任意で、前記少なくとも一つの電子構成要
素が、前記複数の電子構成要素から少なくとも一つの電子構成要素を支持する接着材料で
、実質的に非伸縮性の材料の前記領域に取り付けられる、創傷監視および／または療法装
置。
【請求項２】
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する前記基材の前記創傷に面
する側が、前記少なくとも一つの電子構成要素及び前記複数の電子接続からの少なくとも
一つの前記電子接続のうちの少なくとも一方を支持する、実質的に非伸縮性の材料のさら
なる領域を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　少なくとも前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を覆う相似被覆をさらに
含み、前記相似被覆が、流体が前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続と接触
するのを防ぐように構成され、任意で、前記相似被覆が、前記基材を被包している、請求
項１または２に記載の装置。
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【請求項４】
　前記基材が熱可塑性ポリウレタンで形成され、前記相似被覆がウレタンから形成される
、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記基材が、陰圧が前記創傷に加えられた時に流体が前記基材を通過できるように構成
された複数の穿孔を含む、請求項１～４のいずれかに記載の装置。
【請求項６】
　前記複数の穿孔が、前記創傷から除去された流体が前記創傷に向かって流れ戻ることを
防止するために、実質的に一方向の流体の流れが前記基材を通過するのを可能にするよう
にさらに構成される、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記基材の前記創傷に面する側が、前記創傷内の前記少なくとも一つの電子構成要素を
位置付けるように構成された接着材料の領域を含む、請求項１～６のいずれかに記載の装
置。
【請求項８】
　前記少なくとも一つの電子構成要素が、センサ、発光体、プロセッサ、または通信コン
トローラの一つまたは複数を備える、請求項１～７のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　複数の電子接続が複数の電気トレースを含む、請求項１～８のいずれかに記載の装置。
【請求項１０】
　前記創傷被覆材と流体接続するように構成される陰圧源をさらに含む、請求項１～９の
いずれかに記載の装置。
【請求項１１】
　前記創傷被覆材が、前記基材の前記非創傷面側の上に位置付けられた吸収層と、前記吸
収層の上に位置付けられた裏当て層と、を含む、請求項１～１０のいずれかに記載の装置
。
【請求項１２】
　前記基材が前記裏当て層に封止される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記裏当て層上のポートをさらに含み、前記ポートが、前記創傷被覆材を陰圧源に流体
接続するように構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　創傷被覆材を製造する方法であって、
　創傷に面する側および前記創傷に面する側に対向する非創傷面側を含む、実質的に伸縮
可能な創傷接触層を提供するステップであって、前記創傷接触層の前記創傷に面する側が
創傷と接触して位置付けられるように構成される、ステップと、
　実質的に非伸縮性の材料の第一の領域を、前記創傷接触層の前記創傷に面する側または
前記非創傷面側上に位置付けるステップと、
　接着材料を前記第一の領域の少なくとも一部分に位置付けるステップと、
　複数の電子構成要素および複数の電子接続を前記創傷接触層の前記創傷に面する側また
は前記非創傷面側上に位置付けるステップであって、前記複数の電子構成要素からの少な
くとも一つの電子構成要素が、実質的に非伸縮性の材料の前記第一の領域によって支持さ
れ、少なくとも一つの電子構成要素が前記接着材料で実質的に非伸縮性の材料の前記第一
の領域に取り付けられる、ステップと、
を含む、方法。
【請求項１５】
　前記創傷接触層が基材を含み、
　前記方法が、
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の周りで前記基材を穿孔するステッ
プと、
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　少なくとも前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の上に相似被覆を適用す
るステップであって、前記相似被覆が、流体が前記複数の電子構成要素と前記複数の電子
接続と接触することを防ぐように構成される、ステップと、
をさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記創傷接触層が基材を含み、
　前記方法が、
　少なくとも前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の上に相似被覆を適用す
るステップであって、前記相似被覆が、流体が前記複数の電子構成要素と前記複数の電子
接続と接触することを防ぐように構成される、ステップをさらに含む、請求項１４に記載
の方法。
【請求項１７】
　実質的に非伸縮性の材料のさらなる領域を、前記創傷接触層の前記創傷に面する側また
は前記非創傷面側上に位置付けるステップと、
　前記複数の電子接続からの少なくとも一つの電子接続を前記さらなる領域上に支持する
ステップと、
をさらに含む、請求項１４～１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する、前記創傷接触層の前記
創傷に面する側または前記非創傷面側上に位置する、実質的に非伸縮性の材料のさらなる
領域によって、前記少なくとも一つの電子構成要素を囲むステップをさらに含む、請求項
１４～１７のいずれかに記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８７】
　本開示の範囲は、本節におけるまたは本明細書の他の箇所における好ましい実施形態の
特定の開示によって制限されることを意図するものではなく、本節においてまたは本明細
書の他の箇所において提示されているか、またはこの後に提示される特許請求の範囲によ
って定義されうる。本特許請求の範囲の言い回しは、本特許請求の範囲で用いられている
言い回しに基づいて広い意味で解釈されるべきであり、本明細書で説明されている例また
は本出願の手続きの間に説明される例に限定されるものではなく、それらの例は非排他的
なものとして解釈されるべきである。
　　［付記項１］
　創傷監視および／または療法装置であって、
　創傷に面する側および前記創傷に面する側に対向する非創傷面側を含む、実質的に伸縮
可能な創傷接触層を含む創傷被覆材であって、前記創傷接触層の前記創傷に面する側が創
傷と接触して位置付けられるように構成されるように、創傷被覆材を含み、
　前記創傷接触層の前記創傷に面する側または前記非創傷面側が、複数の電子構成要素お
よび前記複数の前記電子構成要素の少なくとも一部を接続する複数の電子接続を支持し、
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する、前記創傷接触層の前記
創傷に面する側または前記非創傷面側が、前記複数の電子構成要素から少なくとも一つの
電子構成要素を支持する実質的に非伸縮性の材料の第一の領域を含み、前記少なくとも一
つの電子構成要素が、接着材料で、実質的に非伸縮性の材料の前記第一の領域に取り付け
られる、創傷監視および／または療法装置。
　　［付記項２］
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する前記創傷接触層の前記創
傷に面する側または前記非創傷面側が、前記複数の電子接続からの少なくとも一つの前記
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電子接続を支持する、実質的に非伸縮性の材料の第二の領域を含む、付記項１に記載の装
置。
　　［付記項３］
　前記創傷接触層が、前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する基材
と、少なくとも前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を覆う相似被覆と、を
含み、前記相似被覆が、流体が前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続と接触
するのを防ぐように構成される、付記項１または２のいずれかに記載の装置。
　　［付記項４］
　前記基材が熱可塑性ポリウレタンで形成され、前記相似被覆がウレタンから形成される
、付記項３に記載の装置。
　　［付記項５］
　前記創傷接触層が、陰圧が前記創傷に加えられた時に流体が前記創傷接触層を通過でき
るように構成された複数の穿孔を含む、付記項１～４のいずれかに記載の装置。
　　［付記項６］
　前記複数の穿孔が、前記創傷から除去された流体が前記創傷に向かって流れ戻ることを
防止するために、実質的に一方向の流体の流れが前記創傷接触層を通過するのを可能にす
るようにさらに構成される、付記項５に記載の装置。
　　［付記項７］
　前記創傷接触層の前記創傷に面する側が、前記創傷内の前記少なくとも一つの電子構成
要素を位置付けるように構成された追加的な接着材料の領域を含む、付記項１～６のいず
れかに記載の装置。
　　［付記項８］
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する、前記創傷接触層の前記
創傷に面する側または前記非創傷面側が、少なくとも一つの前記電子構成要素を囲む、実
質的に非伸縮性の材料の第三の領域を含む、付記項１～７のいずれかに記載の装置。
　　［付記項９］
　前記少なくとも一つの電子構成要素が、センサ、発光体、プロセッサ、または通信コン
トローラの一つまたは複数を備える、付記項１～８のいずれかに記載の装置。
　　［付記項１０］
　複数の電子接続が複数の電気トレースを含む、付記項１～９のいずれかに記載の装置。
　　［付記項１１］
　前記創傷被覆材と流体接続するように構成される陰圧源をさらに含む、付記項１～１０
のいずれかに記載の装置。
　　［付記項１２］
　前記創傷被覆材が、前記創傷接触層の前記非創傷面側の上に位置付けられた吸収層と、
前記吸収層の上に位置付けられた裏当て層と、を含む、付記項１～１１のいずれかに記載
の装置。
　　［付記項１３］
　前記創傷接触層が前記裏当て層に封止される、付記項１２に記載の装置。
　　［付記項１４］
　前記裏当て層上のポートをさらに含み、前記ポートが、前記創傷被覆材を陰圧源に流体
接続するように構成される、付記項１２に記載の装置。
　　［付記項１５］
　前記接着材料または前記追加的接着材料のうちの少なくとも一つが、熱硬化性である、
付記項１～１４のいずれかに記載の装置。
　　［付記項１６］
　前記創傷接触層の少なくとも前記創傷に面する側が、前記複数の電子構成要素および前
記複数の電子接続を支持する、付記項１～１５のいずれかに記載の装置。
　　［付記項１７］
　前記創傷接触層の少なくとも前記非創傷面側が、前記複数の電子構成要素および前記複
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数の電子接続を支持する、付記項１～１５のいずれかに記載の装置。
　　［付記項１８］
　創傷に面する側および前記創傷に面する側に対向する非創傷面側を含む、実質的に伸縮
可能な創傷接触層を提供することあって、前記創傷接触層の前記創傷に面する側が創傷と
接触して位置付けられるように構成されるように、提供することと、
　実質的に非伸縮性の材料の第一の領域を、前記創傷接触層の前記創傷に面する側または
前記非創傷面側上に位置付けることと、
　接着材料を前記第一の領域の少なくとも一部分に位置付けることと、
　複数の電子構成要素および複数の電子接続を前記創傷接触層の前記創傷に面する側また
は前記非創傷面側上に位置付けることであって、前記複数の電子構成要素からの少なくと
も一つの電子構成要素が、実質的に非伸縮性の材料の前記第一の領域によって支持され、
少なくとも一つの電子構成要素が前記接着材料で実質的に非伸縮性の材料の前記第一の領
域に取り付けられるように、位置付けることと、を含む、創傷被覆材を製造する方法。
　　［付記項１９］
　前記創傷接触層が基材を含み、前記方法が、
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の周りで前記基材を穿孔することと
、
　少なくとも前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の上に相似被覆を適用す
ることであって、前記相似被覆が、流体が前記複数の電子構成要素と前記複数の電子接続
と接触することを防ぐように構成される、適用することと、をさらに含む、付記項１８に
記載の方法。
　　［付記項２０］
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の周りで前記基材を穿孔する前に、
前記基材上の前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の複数の位置を識別する
ことをさらに含む、付記項１９に記載の方法。
　　［付記項２１］
　前記複数の位置を識別することが、前記基材上に位置付けられたＲＦＩＤチップもしく
はアンテナの位置または前記基材の外部の電子構成要素に接続されるように構成された電
子接続の位置の一つまたは複数を識別することを含む、付記項２０に記載の方法。
　　［付記項２２］
　追加的接着材料の領域を、前記創傷接触層の前記創傷に面する側に適用することをさら
に含み、前記追加的接着材料が前記創傷内に前記少なくとも一つの電子構成要素を位置付
けるように構成される、付記項１９～２１のいずれかに記載の方法。
　　［付記項２３］
　前記追加的接着材料の領域を適用する前に、前記少なくとも一つの電子構成要素の位置
をさらに識別する、付記項２２に記載の方法。
　　［付記項２４］
　前記創傷接触層が基材を含み、前記方法が、
　少なくとも前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の上に相似被覆を適用す
ることであって、前記相似被覆が、流体が前記複数の電子構成要素と前記複数の電子接続
と接触することを防ぐように構成される、適用することをさらに含む、付記項１８に記載
の方法。
　　［付記項２５］
　接着材料の領域を、前記創傷接触層の前記創傷に面する側に適用することであって、前
記接着材料が前記創傷内に前記少なくとも一つの電子構成要素を位置付けるように構成さ
れる、適用することと、
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の周りで前記基材を穿孔することと
、をさらに含む、付記項２４に記載の方法。
　　［付記項２６］
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の周りで前記基材を穿孔する前に、
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前記基材上の前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続の複数の位置を識別する
ことをさらに含む、付記項２５に記載の方法。
　　［付記項２７］
　前記接着材料の領域を適用する前に、前記少なくとも一つの電子構成要素の位置をさら
に識別する、付記項２６に記載の方法。
　　［付記項２８］
　前記複数の位置を識別することが、前記基材上に位置付けられたＲＦＩＤチップもしく
はアンテナの位置または前記基材の外部の電子構成要素に接続された電子接続の位置の一
つまたは複数を識別することを含む、付記項２６または２７のいずれかに記載の方法。
　　［付記項２９］
　実質的に非伸縮性の材料の第二の領域を、前記創傷接触層の前記創傷に面する側または
前記非創傷面側上に位置付けることと、
　前記複数の電子接続からの少なくとも一つの電子接続を前記第二の領域上に支持するこ
とと、をさらに含む、付記項１８～２８のいずれか記載の方法。
　　［付記項３０］
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続を支持する、前記創傷接触層の前記
創傷に面する側または前記非創傷面側上に位置する、実質的に非伸縮性の材料の第三の領
域によって、前記少なくとも一つの電子構成要素を囲むことをさらに含む、付記項１８～
２９のいずれかに記載の方法。
　　［付記項３１］
　前記創傷接触層を少なくとも一つの切断線に沿って切断して、前記複数の電子構成要素
および前記複数の電子接続を含む前記創傷接触層の領域を分離することと、
　前記創傷接触層の前記領域を、吸収層または裏当て層の一つまたは複数に取り付け、創
傷被覆材を形成することと、をさらに含む、付記項１８～２８のいずれかに記載の方法。
　　［付記項３２］
　前記基材が熱可塑性ポリウレタンで形成され、前記相似被覆がウレタンから形成される
、付記項１９～２１のいずれかに記載の方法。
　　［付記項３３］
　前記接着材料または前記追加的接着材料のうちの少なくとも一つを熱硬化させることを
さらに含む、付記項１８～３２のいずれかに記載の方法。
　　［付記項３４］
　前記少なくとも一つの電子構成要素を、前記一つまたは複数の電子接続の少なくとも一
つの電子接続にはんだ付けする間に、前記接着材料を熱硬化させることをさらに含む、付
記項１８～３３のいずれかに記載の方法。
　　［付記項３５］
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続が、前記創傷接触層の少なくとも前
記創傷に面する側上に位置付けられる、付記項１８～３４のいずれかに記載の方法。
　　［付記項３６］
　前記複数の電子構成要素および前記複数の電子接続が、前記創傷接触層の少なくとも前
記非創傷面側に位置付けられる、付記項１８～３４のいずれかに記載の方法。
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